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わ が 村 の う ご き

令和２年３末現在　〔外国人内数〕 （前月比）

■人口 総数 7,243人 〔400人〕（－25）

男 3,632人 〔180人〕（－９）

女 3,611人 〔220人〕（－16）

■世帯 総数 2,714世帯（＋３）

　　　・外国人のみ 355世帯

　　　・混合 30世帯

■村の面積 64.14 平方キロメートル

◎健康・診療情報
■健康相談会【予約制】…５月15
日（金）午前９時～11時30分。会場：
保健センター。内容：健康相談、運
動教室（午前10時～11時30分）でス
ローエアロビックを行います。

■巡回診療…５月12日（火）午後２時
50分から。場所：大河原集荷所付近。
内容：巡回診療車による診療。保険
証と現金（受診料）をお持ちください。

◎相談窓口
■特設人権相談所…５月７日（木）午後
１時30分～４時。会場：公民館講義室。
内容：家庭や近所の問題や悩みに対し、
人権擁護委員が相談に応じます。

■こころの健康相談【予約制】…毎
週水曜日（詳細はお問い合わせくださ
い）。会場：沼田保健福祉事務所：☎
２３－２１８５。内容：こころの悩み
を抱える方の相談に応じます。

■群馬県女性相談センター（電話）…
平日は午前９時～午後８時、土日祝日
は午後１時～午後５時。相談専用電
話：☎０２７－２６１－４４６６。内容：
パートナーからの暴力等でお悩みの
方の相談・支援を行います。

◎子育て支援情報
　会場は保健センターです。
■つぼみの広場…５月18日（月）午
後１時～４時。対象：０歳～１歳児。
身体計測、離乳食相談、母乳相談、
保健師・栄養士の相談など。

■すくすくスクール…５月19日
（火）午後２時～３時30分。内容：
臨床発達心理士による遊びの教室。

■幼児検診（３歳児）…５月20日
（水）。受付時間：午後12時30分～
１時。対象：平成29年１月～４月
生まれの子。内容：内科・歯科診察、
身体測定、保健・栄養・歯科相談、
尿・眼科検査。

■のびのびスクール【予約制】…
５月26日（火）午後１時30分～３時。
内容：臨床発達心理士による個別
相談。

※ 口座振替をご利用の方は預貯金残高の確認を
お願いします。

＜納期限＞４月30日（木）

●介護保険料･･･････････････ １期分
●後期高齢者医療保険料･････ １期分
●保育料･･･････････････････ ４月分
●学校給食費･･･････････････ ４月分

◎今月の納税／納期をお忘れなく

当日の朝８時30分までに各ステーションへ
●燃やせるごみ ･････ 毎週月・金曜日
●燃やせないごみ・硬質プラスチック
　東地区19日（火）／南地区21日（木）

５月のごみ収集

昭和村集めーる

昭和村集めーる
気象情報や災害情報などを
メール配信します。

＜情報メール＞

昭和村テレドーム
☎０１８０－９

キュウキュウニ

９２－８
ヤ ク バ

９８
防災行政無線の放送内容が確認できます。
※通話料は利用者の負担となります。

＜電話＞

＜FMラジオ＞

 
村行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日曜日午前９時50分～10時
※緊急告知ラジオ訓練放送は、５月18日（月）正午

雨量監視システム
雨量観測情報と、気象情報
が確認できます。
※通信料は利用者の負担となります。

＜防災＞

雨量監視システム

スマートフォンなどへ「広
報しょうわ」を配信します。
※通信料は利用者の負担となります。

＜広報紙アプリ配信＞

マチイロ

昭和村 公式SNS

Facebook・Instagram・Youtube
村では、ＳＮＳにより身近な話題や魅力的
な情報をタイムリーに発信しています。
※通信料は利用者の負担となります。

facebook Instagram Youtube

昭和村 公式

ホームページ

ホームページ
広報しょうわ 検索
広報しょうわの情報はホー
ムページでも確認すること
ができます。
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お せ知 ら １

■問合せ　産業課産業振興係　☎２４－５１１１（内線152）

　大型家電製品の「エアコン」「テレビ」「冷蔵庫・冷凍庫」「洗濯機・衣類乾燥機」の「家電４品目」は、家電リサイ
クル法（特定家庭用機器再商品化法）により、粗大ごみとして扱うことができません。これらを排出する際は、正し
くリサイクルしていただくようお願いします。

○リサイクル料金や運搬料金が必要となりますので、各業者に相談してください。
○家電リサイクル法対象製品に限ります。
○各種料金は、役場に問合せいただいてもお答えできませんので、ご了承ください

対象の４品目かを確認（製品メーカ名や大きさを確認）

買い替える場合 処分のみの場合

冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機・衣類乾燥機 エアコンテレビ
（ブラウン管、液晶・プラズマ式など）

小売店に
引き取ってもらう場合

販売店の店頭、または家電引取りの際
に対象家電製品をリサイクル費用と一
緒に小売店に渡してください。

※販売店ごとに引取り方法が異なるた
め、販売店に問い合わせてください。

指定取引場所に
自分で持っていく場合

事前に次の指定引き取り業者に連絡し、
ご自分で運搬して家電リサイクル料金
をお支払いください。
●ウブカタ資源（株）
　☎０２７８－２２－５５５５
　所在地：沼田市屋形原町２１１３

許可業者に
引き取りを依頼する場合

次の許可業者に回収を依頼してくださ
い。依頼を受け、直接ご自宅まで伺い
ます。
●沼田資源（株）
　☎０２７８－２３－８１５３
●（株）沼田環境サービス
　☎０２７８－２２－４１５８

購入した販売店が分かる 購入した販売店が分からない

●村で収集・処理できないごみの出し方について

家電４品目は適切に処分を

県広報番組「ぐんま一番」で県内各地の魅力を発信！
　「ぐんま一番」は、毎週金曜日に群馬テレビで放送してい
る、群馬県の広報番組です。「地域の魅力は群馬の魅力」を
合言葉に、群馬県宣伝部が県内の市町村を巡ります。
●放送は…毎週金曜日　19時30分～20時
　　　　　（再放送）毎週日曜日　９時30分～10時
◎見逃してしまったら、スマホアプリ ｢エムキャス｣ で、
番組放送直後から次回放送開始まで見られます。
■問合せ　群馬県広報課　☎０２７－２２６－２１６７
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岡
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ズ
賞

結 果 発 表 !!

第
10
回

10回目を迎え今回最後となったフォトコンテスト。
３月24日に審査会が行われ、入賞作品が決定しまし
たので紹介します。多くの方々にご応募いただきあ
りがとうございました。
■ 問合せ 「やさい王国昭和村」フォトコンテスト実
行委員会事務局　☎24－5111（内線141）
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桐
生
市
）

村議会議長賞

昭和村長賞

農業委員会長賞教育委員会教育長賞

「秋まつりのにぎわい」

一
般関

口　

徹（
太
田
市
）

「家族みんなでお手伝い」

ジ
ュ
ニ
ア

高
橋
郁
成（
大
河
原
小
） 「ひまわりの姉妹」

ジ
ュ
ニ
ア

中
澤　

瑠
莉
菜（
大
河
原
小
）

「森下かつぎまんどう祈願」

一
般真下　

伸
夫（
昭
和
村
） 「収穫待ち」

一
般金井　

信
治（
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和
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）
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ュ
ニ
ア

飯
塚　

彩
楽（
大
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原
小
）

「
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
」

優
秀
賞
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萩
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正
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沼
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「こんにゃくの森」

村づくり協力委員会長賞 赤城高原農業観光協会長賞

ジ
ュ
ニ
ア

儘
田　

陸（
昭
和
中
）

商工会長賞

一
般坂

本　

洋（
桐
生
市
）「2km小学生男子女子スタート」

一
般

長
岡　

治
二（
渋
川
市
）「春風駘蕩」

一
般
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祥
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沼
田
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ジ
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ア
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碧
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大
河
原
小
）
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ジ
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大
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原
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「
い
ち
ょ
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と
じ
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」

特　

選

「大きくな～れ」 

横
浜
市
長
賞

綿
貫　

勝（
昭
和
村
）「希望の大輪」

横
浜
市
会
議
長
賞

森　

信
輔（
新
潟
県
） 「天に託す」

群
馬
県
知
事
賞

赤
地　

卓
夫（
千
葉
県
）

【
評
】
雪
山
を
取
り
入
れ
た
昭
和
村
の
「
ど
ん
ど
ん

焼
き
」
が
見
事
な
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
で
大
成
功
。

天
高
く
上
っ
た
煙
を
入
れ
た
の
も
迫
力
あ
る
写
真

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ポスターの部門

特別審査員の
今井先生から講評

審査結果発表にあたって
～ぜひ作品のご活用を～
応募作品から、昭和村への関心の
高まりが感じ取れ、審査委員を悩
ませるほど年々レベルが上がって
きています。おかげさまで、早く
も10年が過ぎました。これまでの
入賞作品が694点にもなり、ここ
で一区切りとし、これらの作品を生
かして村のさらなる発展のために
活用していけたらと考えています。

当フォトコンテスト
の特別審査員を務め
ていただいている、
写真家の今井隆一さ
んに昭和村長賞の２
作品と群馬県知事賞
の作品の講評をいた
だきました。フォトコンテスト実行委員会

会長　⻆田　侃男
フォトコンテスト特別審査員
写真家　今井　隆一
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令和２年度がスタートしました。ここでは、新しい区長さん
や消防団役員・交通指導員の皆さんと、村職員・教職員の人
事異動などを紹介します。（敬称略）

行政区
区　長

副会長
新木　茂

会　長
藤井　照明

　

区
長
会
議
が
４
月
６
日
に

役
場
で
開
催
さ
れ
、
正
副
区

長
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
新
会
長
は
「
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
各
行
政

区
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
就
任
に
あ
た
り

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

区
長
会

▼
永
井 

諸
田　

俊
光

▼
入
原 

髙
橋　

昭
雄

▼
川
額 

藤
井　

照
明

▼
鎌
沢 

綿
貫　

昌
明

▼
上
組 

綿
貫　

俊
朗

▼
中
組 

加
藤　

美
昭

▼
下
宿 

小
野　

利
明

▼
入
沢 

諸
田　

郁
夫

▼
三
ツ
谷 

林　
　

隆
志

▼
北
部 

金
井　
　

清

▼
南
部 

青
木　

正
美

▼
吹
張 

新
木　
　

茂

▼
宿 

飯
塚　

直
美

▼
中
宿 

加
藤　
　

進

▼
中
内
出 

加
藤　

利
博

▼
常
木 

加
藤　

浩
二

▼
滝
寺 

萩
原　

正
人

▼
南
内
出 

高
橋　
　

広

▼
上
内
出 

髙
橋　

政
昭

▼
田
岸 

横
坂　

孝
志

▼
大
堀 

戸
村　

恒
男

▼
滝
久
保 

林　
　

信
幸

▼
池
原 

根
岸　

章
男

▼
生
越 

遠
峯　

雅
章

▼
中
野 
林　
　

義
昭

▼
長
者
久
保 
林　
　

春
彦

▼
大
河
原 

石
井　

克
巳

▼
追
分 

星
野　

信
一

▼
赤
谷 

横
坂　
　

一

▼ 

三
代　

光
次

▼ 

市
川　
　

剛

▼ 

古
川　

武
生

▼ 

佐
々
木　

淳

赤
城
原

第

一

赤
城
原

第

二

松
之
木
平

第

二

松
之
木
平

第

一

消防団
役　員

団　長
金井　真一

交　通
指導員

隊　長
加藤　幸久

▼
団

長 

金
井　

真
一

▼
副

団

長 

小
野　
　

誠

　
　
　

〃 

横
坂　
　

晃

▼
ラ
ッ
パ
長 

廣
田　
　

豊

▼
第
１
分
団
長 

真
下　

雄
司

▼
第
２
分
団
長 

茂
木　

正
訓

▼
第
３
分
団
長 

藤
井　

辰
徳

▼
第
４
分
団
長 

廣
橋　

一
也

▼
第
５
分
団
長 

藤
井　

紀
明

▼
第
６
分
団
長 

桒
原　

孝
明

▼
第
７
分
団
長 

石
井　

康
久

▼
第
８
分
団
長 

田
沼　

秀
一

▼
第
９
分
団
長 

林　
　

晃
浩

▼
第
10
分
団
長 

林　
　

辰
徳

▼
隊

長 

加
藤　

幸
久

▼
副

隊

長 

治
田　

貴
典

▼
班

長 

山
後　

正
志

▼

〃

 

新
木　

正
光

▼
隊

員 

倉
澤　

貴
幸

▼

〃

 

桒
原　

朋
将

▼

〃

 

藤
井　

功
太

▼

〃

 

小
野　

博
之

▼

〃

 

堤　
　

隆
志

▼

〃

 

堤　
　

福
夫

▼

〃

 

綿
貫　

里
織

▼

〃

 

横
坂　

佳
恵

令和２年度

新役員さんを紹介します
特集２
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産業課
高橋　竜斗

保健師
越野　真奈美

税務課
今井　直仁

皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
採
用
で
す 企画課

吉江　光一

横
浜
市
よ
り
参
り
ま
し
た
。

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１

年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
す

が
、
１
日
た
り
と
も
無
駄
な

日
が
な
い
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人 

事 

交 

流

議
会
事
務
局

▼
事
務
局
長 

島
田　

宏
充

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

総
務
課

▼
課
長
補
佐 

金
井　

義
徳（
企
画
課
）

▼
係
長 

大
﨑　

康
江（
昇
任
）

▼
主
査（
課
付
横
浜
市
派
遣
）

 

星
野　

晃
彦（
税
務
課
）

企
画
課

▼
課
長
補
佐 

金
子　
　

徹（
総
務
課
）

　
　

 

〃 

落
合　

邦
江（
昇
任
）

▼
主
事 

吉
江　

光
一

 

（
横
浜
市
よ
り
派
遣
）

税
務
課

▼
参
事 

真
下　

伸
夫（
昇
任
）

▼
主
事 

江
田　

一
樹（
保
健
福
祉
課
）

▼
主
事
補 

今
井　

直
仁（
新
採
用
）

保
健
福
祉
課

▼
参
事 

小
野　

一
志（
昇
任
）

▼
係
長 

布
施　

智
宏（
昇
任
）

▼
保
健
師 

井
上
美
奈
子

 

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

▼
主
事 

鈴
木　

理
大（
企
画
課
）

▼
保
健
師 

越
野
真
奈
美（
新
採
用
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
保
健
師 

後
藤　
　

碧（
保
健
福
祉
課
）

▼
主
事 

萩
原　

樹
理（
昇
任
）

第
二
保
育
園

▼
保
育
士 

関
上　

亜
衣（
第
一
保
育
園
）

産
業
課

▼
参
事 

小
林　
　

勉（
昇
任
）

▼
係
長 

土
屋　

明
美（
昇
任
）

▼
主
任 

角
田　

国
夫

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

▼
主
事
補 

高
橋　

竜
斗（
新
採
用
）

建
設
課

▼
課
長 

堤　
　

美
徳（
議
会
事
務
局
）

▼
主
事 

吉
野　

弘
人（
産
業
課
）

　
 

〃 

小
林　

隼
也（
昇
任
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
事
務
局
長 

佐
藤　

好
美（
建
設
課
）

▼
主
事 
鈴
木　

滉
平（
産
業
課
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
所
長
・
課
長
補
佐

 

小
林　

弘
美（
昇
任
）

退
職
者

▼
参
事 

川
端　

宏
行（
建
設
課
）

▼
主
事 

阿
部
真
菜
実（
税
務
課
）

再
任
用

▼
一
般
職 

藤
井　

健
一

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

▼
技
手 

竹
内　

善
司

 

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
保
育
士 

湯
澤　

泰
子（
第
二
保
育
園
）

村
職
員

人
事
異
動
４月１日付

■
転
入

東
小
学
校

校　

長　

中
島　
　

潔（
利
根
教
育
事
務
所
）

教　

頭　

金
井　

綾
子（
沼
田
北
小
）

教　

諭　

亀
田　

裕
子（
川
場
小
）

教　

諭　

須
藤
美
奈
子（
桃
野
小
）

南
小
学
校

校　

長　

阿
部　

詩
子（
利
南
東
小
）

教　

諭　

松
井　

和
則（
沼
田
東
小
）

教　

諭　

高
橋　

茉
子（
前
橋
南
橘
中
）

大
河
原
小
学
校

教　

諭　

福
田　

香
澄（
昭
和
中
）

昭
和
中
学
校

教　

頭　

林　
　

崇
夫（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

教　

諭　

山
本　

陽
子（
白
沢
中
）

教　

諭　

水
落　

浩
章（
藤
原
小
）

教　

諭　

小
野　

聖
太（
渋
川
北
小
）

教　

諭　

熊
澤　

柚
香（
新
採
用
）

主
幹
事
務
長
代
理

　
　
　
　

村
本　

雅
紀(

長
野
原
応
桑
小)

■
転
出

片
品
中　

星
野　

文
隆（
昭
和
中
）

前
橋
駒
形
小　

浜
岡
弥
寿
子（
東
小
）

薄
根
小　

浅
見　

敏
子（
東
小
）

白
沢
小　

星
野
美
千
枝（
南
小
）

水
上
小　

井
熊　

和
義（
南
小
）

沼
田
東
小　

原
澤
ち
あ
き（
大
河
原
小
）

池
田
小　

竹
内　
　

正（
昭
和
中
）

沼
田
中　

鈴
木　

英
樹（
昭
和
中
）

■
退
職

校　

長　

髙
桑　
　

実（
東
小
）

校　

長　

内
堀　

洋
文（
南
小
）

教　

諭　

片
野　
　

成（
東
小
）

教職員人事異動
※（　）内は前任校など
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43億7,500万円

地方交付税
13億3,000万円
（30.4％）

2億9,570万9千円

固定資産税
（59.6％） 6億2,634万2千円

軽自動車税　　　
3,583万1千円

たばこ税　　　　
2,715万9千円

村民税（法人）　　
6,600万1千円

6.3％

村民税（個人）
(28.1%)

3.4％
2.6％

村税
10億5,115万3千円
（24.1%)

繰入金
5億4,862万9千円

(12.5%)

県支出金　4億478万円（9.3％）

財産収入
4万5,591千円(1.0%)

繰越金
30,000千円(0.7%)

その他
7万7,714千円(1.7%)

国庫支出金
3億629万1千円（7.0％）

村債
1億9,540万円（4.5%)

地方消費税交付金
1億2,750万円（2.9%)
地方消費税交付金
1億2,750万円（2.9%)

地方譲与税
1億1,125万6千円
（2.5%)

地方譲与税
1億1,125万6千円
（2.5%)

寄附金
1億2千円(2.3%)
寄附金
1億2千円(2.3%)

諸収入
4万6,684千円
（1.1%)

諸収入
4万6,684千円
（1.1%)

村税の内訳

入湯税 11万1千円

43億7,500万円

■問合せ　総務課財政係　☎２４－５１１１（内線111）

土木費
4億2,126万7千円
(9.6%)

民生費
10億8,255万円
（24.8%）

総務費
9億3,602万円
（21.4%）農林水産業費

6億8,364万7千円
（15.6%）

教育費
3億6,313万円
(8.3%)

公債費
2億9,151万3千円
（6.7%）

公債費
2億9,151万3千円
（6.7%）

衛生費
2億3,126万4千円
（5.3%）

衛生費
2億3,126万4千円
（5.3%）

消防費
1億8,487万円（4.2%）
消防費
1億8,487万円（4.2%）

商工費 9,348万9千円（2.1%）商工費 9,348万9千円（2.1%） その他 8,725万円（2,0%）その他 8,725万円（2,0%）村債務残高（見込）
（単位：百万円）

平成31
年度末

令和２
年度末

一 般 会 計 2,542 2,523

簡 易 水 道
事 業 会 計 255 387

農業集落排
水事業会計 1,573 1,480

債務負担行為 0 0

合 計 4,370 4,390

※ 百円未満切り上げ、利子は含みません（債
務負担行為は除く）

歳 入

歳 出

令和２年度

当 初
予 算

特集３

　令和２年度の当初予算が３月議会で可決されました。一般会計は43億
7,500万円で、前年度当初予算に比べ9.8％の増額。特別会計は29億2,123
万円です。

昭和村の将来を見据えた
積極型予算
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特集３　令和２年度当初予算

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
は
、
基

本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る
会
計
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

▼
自
主
財
源　

▼
自
主
財
源　

村
が
独
自
に

確
保
で
き
る
お
金
。
村
税
や
施
設
使
用
料

な
ど
。

▼
依
存
財
源　

国
や
県
の
判
断
に
よ
り
割
り

当
て
ら
れ
る
お
金
。
地
方
交
付
税
の
ほ
か
、

村
債
も
依
存
財
源
に
あ
た
る
。

▼
村
税　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
で
賄
わ
れ
る
お

金
。
昭
和
村
で
は
、村
民
税
、固
定
資
産
税
、

た
ば
こ
税
、軽
自
動
車
税
等
が
村
税
に
な
る
。

▼
地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
業

務
を
、
す
べ
て
の
市
町
村
が
同
じ
よ
う
に

行
え
る
た
め
に
、
あ
る
一
定
の
基
準
で
国
が

市
町
村
に
支
給
す
る
お
金
。

▼
地
方
譲
与
税　

国
税
と
し
て
徴
収
し
た
も

の
を
、
市
町
村
に
対
し
て
譲
与
す
る
お
金
。

▼
地
方
消
費
税
交
付
金

10
％
の
消
費
税
の

う
ち
の
２・２
％
分
が
地
方
消
費
税
交
付
金
。

交
付
基
準
に
よ
り
あ
ん
分
し
て
交
付
さ
れ

る
。

▼
環
境
性
能
割
交
付
金　

自
動
車
取
得
税
の

廃
止
に
伴
い
、
新
し
く
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
車
取
得
時
に
、
性
能
に
よ
り
税
率
が

変
わ
る
も
の
で
す
。

▼
県
支
出
金　

県
か
ら
市
町
村
へ
、
特
定
の

事
業
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金　

国
か
ら
市
町
村
へ
、
特
定

の
事
業
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
お
金
。

▼
繰
入
金　

他
会
計
や
基
金
な
ど
か
ら
繰
り

入
れ
た
お
金
。

▼
村
債　

事
業
を
行
う
た
め
に
村
が
借
り
る

お
金
。

▼
議
会
費　

村
議
会
の
運
営
の
経
費
や
議
員

報
酬
な
ど
。

▼
総
務
費　

お
も
に
人
件
費
や
事
務
費
、
広

報
し
ょ
う
わ
の
発
行
、
選
挙
な
ど
の
お
金
。

▼
民
生
費　

社
会
福
祉
や
児
童
福
祉（
保
育
園

の
管
理
・
運
営
な
ど
）、
老
人
福
祉
の
経
費
。

▼
衛
生
費　

病
気
予
防
の
各
種
健
診
や
母
子

保
健
事
業
の
経
費
。
毎
日
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
処
理
の
た
め
の
経
費
な
ど
。

▼
農
林
水
産
業
費　

農
林
業
の
振
興
や
土
地

改
良
事
業
の
経
費
。

▼
商
工
費　

主
に
商
業
や
観
光
事
業
に
利
用

さ
れ
る
経
費
。

▼
土
木
費　

村
道
・
橋
梁
の
整
備
や
砂
防
工

事
、
除
雪
な
ど
の
費
用
。

▼
消
防
費　

消
防
・
防
災
施
設
整
備
の
経
費

（
消
防
団
の
運
営
、消
防
詰
所
の
整
備
な
ど
）。

▼
教
育
費　

学
校
教
育（
小
中
学
校
の
管
理

費
）や
社
会
教
育（
講
演
会
や
各
種
体
育
大

会
な
ど
の
開
催
）、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
経
費

な
ど
。

▼
公
債
費　

過
去
に
事
業
を
す
る
た
め
に
借

り
入
れ
た
村
債
の
元
金
・
利
子
の
返
済
金
。

用
語
説
明

一
般
会
計
と
特
別
会
計

歳
入

歳
出

歳
入
の
概
要

　

歳
入
で
も
っ
と
も
大
き
な
比
率
を
占
め

る
の
は
地
方
交
付
税
で
、
13
億
３
，０
０

万
円（
対
前
年
度
比
４
・
８
％
の
増
額
）。

歳
入
全
体
の
30
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

村
税
は
10
億
５
，１
１
５
万
３
千
円
で
、

対
前
年
度
比
０
・
６
％
の
増
額
で
す
。
地

方
譲
与
税
は
１
億
１
，１
２
５
万
６
千
円

で
、
対
前
年
度
比
３
・
６
％
の
増
額
で
す
。

繰
入
金
は
５
億
４
，８
６
２
万
９
千
円
で
、

対
前
年
度
比
39
・
７
％
の
増
額
で
す
。
自

主
財
源
は
18
億
５
，９
５
２
万
３
千
円
、

依
存
財
源
は
25
億
１
，５
４
７
万
７
千
円

で
す
。

　

地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
は
、
歳
入

の
57
・
５
％
を
占
め
て
お
り
依
存
財
源
の

比
率
が
高
い
状
況
で
す
。
自
主
財
源
比
率

の
上
昇
も
繰
入
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で

す
。歳

出
の
概
要

　

総
務
費
は
9
億
３
，６
０
２
万
円
で
、

対
前
年
度
比
26
・
８
％
増
で
す
。
こ
れ
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
伴
い

各
課
の
臨
時
職
員
の
費
用
を
総
務
費
に
移

設
し
た
こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
特

産
品
の
返
礼
品
の
事
業
や
、
役
場
新
庁
舎

の
実
施
設
計
の
費
用
が
主
な
増
額
の
要
因

に
な
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
10
億
８
，２
５
５
万
円
で
、

対
前
年
度
比
２・
７
％
の
減
で
す
。こ
れ
は
、

保
育
園
の
臨
時
職
員
の
費
用
が
総
務
費
に

移
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
6
億
８
，３
６
４

万
７
千
円
で
対
前
年
度
比
７
・
８
％
の
増

と
な
り
ま
す
が
、「
野
菜
王
国
・
ぐ
ん
ま
」

強
化
総
合
対
策
事
業
な
ど
、
国
・
県
の
補

助
金
を
利
用
し
た
農
業
政
策
が
増
え
た
こ

と
が
主
な
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

土
木
費
は
４
億
２
，１
２
６
万
７
千
円

で
、
対
前
年
度
比
26
・
７
％
の
増
で
す
。

こ
れ
は
、
道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
、
道

の
駅
の
駐
車
場
増
設
整
備
の
た
め
の
費
用

が
、
増
額
の
主
な
要
因
で
す
。

　

消
防
費
は
１
億
８
，４
８
７
万
円
で
、

対
前
年
度
比
３
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
す

が
、
沼
田
市
に
あ
る
広
域
消
防
の
負
担
金

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
は
３
億
６
，３
１
３
万
円
で
、

対
前
年
度
比
０
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
校
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
職
員
の
費
用
が
総
務
費
に
移
っ
た
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
各
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
工
事
や

小
学
校
の
新
学
習
要
領
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計43億7,500万円の使いみち

道の駅「あぐりーむ昭和」は、平成
23年７月にオープン以来、来客数が
着実に増加しています。このため、
繁忙期の駐車場混雑を解消する目的
で、駐車場を増設します。令和元年
度に基本設計を行い、今年度は実施
設計と工事を行います。

事業費 １億２，０００万円

第二保育園のトイレや、村内各小中
学校のトイレの洋式化を進めていき
ます。これは、子どもたちが使い慣
れている洋式便器へ交換するととも
に、きれいで使いやすいトイレにす
ることで、子どもたちが快適な園・
学校生活を過ごすことができます。

事業費 ２，７５０万円

道の駅「あぐりーむ昭和」
駐車場増設工事

昭和45年に建築された役場庁舎の建
替を行います。今年の２月に基本設
計業者が（株）福島建築設計事務所に
決定し、９月を目安に基本設計を行
います。基本設計が完成した後、実
際の工事に必要な実施設計に入りま
す。

事業費 ６，０００万円

昭和村新庁舎建設事業
（実施設計）

第二保育園・小中学校
トイレ洋式化事業

国民健康保険
農業、自営業、退職した人などの医
療給付費と、後期高齢者支援金と農業、
自営業など40～60歳の人の介護給
付費を負担する会計です。平成30年
度から事業主体が群馬県に移行され
ました。

予算 １２億５，０５１万円

簡易水道事業
安全な上水を確保、供給する会計です。
老朽管の更新や水源浄水施設と配水
施設の維持管理を行い安定供給しま
す。健全で永続的な運営を行うために、
公営企業法適用事業を進めます。

予算 ２億９，７５０万円

農業集落排水事業
貝野瀬生越、糸井三ツ谷、昭和南、
永井入原地区の下水処理施設の管理
と戸別浄化槽の設置および管理を行
う会計です。健全で永続的な運営を
行うために、公営企業法適用事業を
進めます。

予算 ４億５，３１５万円

後期高齢者医療
75歳以上（65歳から74歳までの方で
法令で定める程度の障害の状態にある
と広域連合に申請し認定された）の方
が加入する医療保険制度の会計で、保
険料などを財源として運営しています。

予算 ８，５９８万円

介護保険
65歳以上で、介護を必要とする人の
介護サービスや介護予防のための様々
なサービスを提供するための会計で、
介護保険料などを財源として運営して
います。

予算 ８億３，４０９万円

特定の事業などは別で経理します特別
会計

特集３　令和２年度当初予算

イメージ図
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こんな事業を行います

ふるさと納税活用事業
令和２年度中に13,198件（総額5億3,451万円）のふるさと納税の寄附
をいただきました。そのなかから今年度は２億円をふるさと納税活用
事業として、各種事業に活用させていただきます。

▲河岸段丘ハーフマラソン

▲第一保育園体操教室

▲昭和の秋まつりこんにゃく大鍋

▲外国人英語指導助手

・教育・文化づくりに関する事業 8,577万円
・健康・福祉づくりに関する事業 3,598万円
・自然・生活環境づくりに関する事業 4,293万円
・農業・産業振興づくりに関する事業 3,469万円
・その他、目的を達成するために村長が必要と認めた事業 ３億3,514万円

▶寄付をしていただく際に選んでいただいた事業別金額

担当課 内　　　　容 ふるさと納税（充当額）

総務課

特産品の返礼 9,760万円
防犯カメラ等設置工事 40万円
区運営費補助金 100万円
高齢者交通安全対策補助金 30万円
自主防災組織活動助成金 50万円
スズメバチ駆除助成 20万円

企画課

ウインターフェスティバル補助 100万円
昭和の秋まつり補助 200万円
河岸段丘ハーフマラソン補助 80万円
昭和の森施設改修工事 200万円
昭和の森ゴルフ場管理機械購入 360万円
道の駅観光ＰＲ業務委託料 500万円
赤城山船ヶ鼻登山道管理委託料 10万円
横浜市との交流にかかる費用 50万円

保健福祉課

敬老祝い金 200万円
家族介護慰労金 200万円
第一・第二保育園体操教室委託料 40万円
第二保育園トイレ等改修工事 300万円
インフルエンザ予防接種 100万円
不妊治療助成 160万円

産業課

荒廃農地解消対策事業 100万円
さくら工房等助成金 100万円
産業青年派遣事業 70万円
秋まつりこんにゃく大鍋 80万円
道の駅管理委託料 350万円
道の駅駐車場増設工事 600万円
横浜開港記念バザー出店 50万円
中学生森林に親しむ会負担金 50万円
商工会育成強化補助金 100万円

建設課

交通安全対策工事 200万円
橋梁補修工事 1,000万円
観光トイレ清掃委託料 50万円
道路愛護・維持補修用材料 50万円
住宅リフォーム補助金 100万円
新築住宅補助 600万円

教育委員会

特別支援教育指導員の配置 90万円
学校施設等長寿命化計画策定 510万円
村中学生海外派遣事業 500万円
イーグルポイント交流事業負担金 120万円
外国人英語指導助手雇用 880万円
小中学校トイレ洋式化工事 1,500万円
公民館補修工事 150万円
グラウンドゴルフ場改修工事 220万円
親子映画まつりフィルム借上料 30万円

▶ふるさと納税を活用して２年度に実施する事業



昭和村役場　　　　　☎２４－５１１１
教育委員会・公民館　☎２４－５１２０
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▼
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
補
助

　

来
年
３
月
末
日
ま
で
の
受
診
を

対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

受
診
日
と
受
診
機
関
が
決
ま
っ

た
ら
、
必
ず
受
診
前
に
役
場
へ
申

込
み
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

令
和
３
年
１
月
29

日（
金
）ま
で（
厳
守
）※
令
和
３
年

２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
受
診
予
定

者
も
、
期
限
ま
で
に
必
ず
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
人
間
ド
ッ
ク　

次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
昭
和
村

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
②
国
保

税
の
未
納
が
な
い
世
帯
、
③
35
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人

▼
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
、
②
本
村
に
住
民
登
録
が

あ
る
人
、
③
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
未
納
が
な
い
人

▼
補
助
額　

２
万
５
千
円（
２
万
５

千
円
未
満
の
場
合
は
支
払
額
）

▼
対
象
医
療
機
関　

村
で
認
め
た

医
療
機
関

▼
補
助
金
請
求
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証
、
②
印
鑑
、
③
医
療
機

関
の
領
収
書
、
④
検
査
結
果
、
⑤

振
込
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
通

帳
等
）

※
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
を
受
け
る

人
は
、
昭
和
村
の
特
定
健
診
と
後

期
高
齢
者
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
補
助
は
年
度
内
１
回

限
り
で
す
。

▼
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
保
険
係

☎
２
４

－５
１
１
１（
内
線
133
）

献
血
に
ご
協
力
を

　

輸
血
の
血
液
は
皆
さ
ん
か
ら
の

善
意
に
よ
る
献
血
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
血
液
そ
の
も
の
の
働

き
を
す
る
代
替
品
は
、
人
工
的
に

製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
献
血
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

５
月
27
日（
水
）

▼
場
所　

①
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
営
農

経
済
総
合
セ
ン
タ
ー
、
②
昭
和
村

役
場

▼
時
間　

①
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

▼
そ
の
他　

献
血
カ
ー
ド（
献
血

手
帳
）を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
係

☎
２
４

－５
１
１
１（
内
線
132
）

５
月
８
日（
金
）に

行
政
相
談
所
開
設

　

国
道
・
国
税
・
登
記
な
ど
の
国

の
業
務
や
、
国
民
年
金
・
生
活
保

護
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
ご
意

見
を
受
け
る
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
を
受
け
る
行
政
相

談
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
有
識
者
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
開
設
日　

５
月
８
日（
金
）

▼
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
第
２
会
議
室

▼
行
政
相
談
員　

⻆
田
信
明
さ
ん

（
森
下
上
）

▼
問
合
せ　

総
務
課
財
政
係
☎
２

４

－

５
１
１
１（
内
線
113
）

野
生
動
物
に
よ
る

農
産
物
被
害
対
策

　

村
内
で
野
生
動
物
に
よ
る
農
産

物
被
害
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
を
農
地
に
寄
せ
付
け
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
廃
棄
野
菜

胃がん・大腸がん検診を受診しましょう
※新型コロナウイルス感染拡大の影響により延期となる場合があります。
　胃がん（バリウム検査）・大腸がん健診を実施します。対象となる人は必ず
受診しましょう。
■ 対象者　40歳以上の人（昭和56年４月１日以前に生まれた人）
■ 受付時間　午前８時30分～午前10時30分
■受診料　無料
■ 受診上の注意　①検診前夜８時以降は飲んだり食べたりしないでくださ
い。②検診当日はたばこを吸わないでください。③腹部を締め付けない服
装で下着類は金具のないものを着用してきてください。④受診票は必ず記
入し持参してください。

■ その他 受診票および大腸がん検診容器がない場合はお問い合わせくださ
い。また、お使いにならない容器はご返却ください。（有効期限があります）

■問合せ　保健福祉課健康係　☎２４ー５１１１（内線132）

◎胃がん内視鏡検診を行います！
　50歳以上の偶数年齢の方を対象に胃がん内視鏡検診を実施します。
対象者には通知しますので、希望する方は保健福祉課で申請してくださ
い。なお、村の集団胃がん検診（バリウム検査）とは併用できません。
■自己負担　2,000円（生活保護世帯は無料）
■実施期間　令和２年６月１日～令和３年２月28日

期　日 場　　所

５/14（木） 保 健 セ ン タ ー

５/19（火） 赤 城 原 区 民 館

５/25（月） 大 河 原 住 民 セ ン タ ー

５/31（日） 地 域 活 性 化 セ ン タ ー

６/５（金） 地 域 活 性 化 セ ン タ ー

６/８（月） 永 井 住 民 セ ン タ ー

６/９（火） 貝野瀬農業構造改善センター

６/13（土） 保 健 セ ン タ ー

８/１（土） 保 健 セ ン タ ー

８/３（月） 地 域 活 性 化 セ ン タ ー

12/12（土） 地 域 活 性 化 セ ン タ ー

12/14（月） 保 健 セ ン タ ー
◎どこの会場で受診されても結構です。
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の
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
こ

と
も
被
害
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
の
電
気
柵
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
カ
ラ
ス
よ
け
対
策
も
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
野
生
動
物

に
よ
る
農
業
被
害
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
ら
役
場
産
業
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

産
業
課
産
業
振
興
係

☎
２
４

－

５
１
１
１（
内
線
151
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
の
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イベント開催状況や
施設の貸出制限などを
お知らせしています

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
広報に掲載しているイベントなどが中止や延期、
変更になる場合があります。
　イベントの中止や施設の
貸出制限状況などについて、
村公式ホームページなどで
随時お知らせしていますの
でご確認ください。
▶村ホームページ（関連情報）
https://www.vill.showa.gunma.jp/kurashi/
news/2019/2020-0312-1740-12.html

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課
整
備
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

建
設
課
整
備
係
☎
２

４

－

５
１
１
１（
内
線
161
）

新
築
住
宅
お
よ
び

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
事
業

　

昭
和
村
に
定
住
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
村
内
に
新
築
住
宅
を

建
築
さ
れ
る
場
合
に
建
築
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人

住
宅
で
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
の
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は

工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
新
築
住
宅
補
助
金　

村
内
業
者

が
行
う
場
合
100
万
円
、
村
外
業
者

が
行
う
場
合
80
万
円
と
な
り
ま

す
。

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金　

村
内
業

者（
個
人
・
法
人
）が
行
う
20
万
円

以
上（
税
込
）の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
補
助
率
10
％
、
補
助
限
度
額
は

20
万
円
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

建
設
課
整
備
係
☎
２

４

－

５
１
１
１（
内
線
161
）

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
は
父
子
・
母
子

家
庭
な
ど
を
対
象
に
、
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
申

請
し
て
い
な
い
人
は
、
保
健
福
祉

課
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
児
童（
満
18
歳
の
３
月

31
日
ま
で
）を
育
て
て
い
る
父
・

母
や
親
族
な
ど

▼
条
件　

①
父
母
が
婚
姻（
内
縁

関
係
含
む
）を
解
消
し
た　

②
父

ま
た
は
母
が
死
亡
し
た　

③
父
ま

た
は
母
が
重
度
の
障
害
者（
国
民

年
金
の
障
害
等
級
一
級
程
度
）　

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い　

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る　

⑥
父

ま
た
は
母
が
法
令
で
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る　

⑦
母

が
婚
姻
し
な
い
で
出
産
し
た　

⑧

父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

（
孤
児
等
）

▼
対
象
外
と
な
る
場
合　

①
所
得

が
限
度
額
を
超
え
て
い
る　

②
児

童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
な
ど

▼
資
格
喪
失　

婚
姻
し
た
、
ま
た

は
婚
姻
届
を
出
さ
な
く
て
も
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係（
異
性
と
の
同

居
や
定
期
的
な
訪
問
・
生
活
費
の

援
助
を
受
け
る
）と
な
っ
た
※
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
、
届

出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
を
受
け
て

い
る
と
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
月

の
翌
月
分
以
降
の
手
当
を
「
全
部

返
還
」
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
２
４

－

５
１
１
１（
内
線
131
）

ご
み
を
出
す
と
き
は

マ
ナ
ー
守
っ
て

　

ご
み
回
収
に
つ
い
て
、
マ
ナ
ー

の
悪
い
出
し
方
が
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
ご
み
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任

を
も
っ
て
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
ご
み
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
注
意
点　

①
各
地
域
で
指
定
さ

れ
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い　

②
村
の
指
定

し
た
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い（
指
定
袋
以
外
は
収
集
で

■
問
合
せ　

総
務
課
住
民
係

　

☎
24

－

５
１
１
１（
内
線
115
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

き
ま
せ
ん
）　

※
資
源
ご
み
集
団

回
収
の
際
に
配
付
さ
れ
る
、
専
用

の
緑
色
の
ネ
ッ
ト
は
絶
対
に
持
ち

帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

産
業
課
産
業
振
興
係

☎
２
４

－

５
１
１
１（
内
線
152
）

ら
く
ら
く
筋
ト
レ
体
操
に

取
り
組
む
サ
ロ
ン
募
集

　

ら
く
ら
く
筋
ト
レ
体
操
と
は
、

筋
力
維
持
に
効
果
が
あ
り
誰
に
で

も
で
き
る
体
操
で
す
。

　

サ
ロ
ン
と
は
、
地
域
の
方
が
交

流
を
深
め
る
場
所
で
す
。

　

村
で
は
、
健
康
維
持
と
、
お
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
新
た
に
「
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

体
操
に
取
り
組
む
サ
ロ
ン
」
を
募

集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

村
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
役
場
内
）　

☎
２
４

－

５

１
１
１（
内
線
135
）

▼
募　

集

村ホームページ
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お せ知 ら ２

支給対象者
　令和２年４月１日（基準日）時点で、「恩給法による公務扶
助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」
等を受ける方（戦没者等の妻や父母）がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お一人に支給します。
◎戦没者等の死亡当時のご遺族で
１　 令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
による弔慰金の受給権を取得した方

２　戦没者等の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※ 戦没者等の死亡当時、生計関係を有している等の要件を
満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。

４　１～３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
※ 戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有
していた方に限ります。

支給内容
額面25万円、５年償還の記名国債
請求期間
令和２年４月１日～令和５年３月31日
留意事項
・ 特別弔慰金は、ご遺族を代表するお一人が受け取るも
のです。ご遺族間の調整は、記名国債を受け取った方
が責任を持って行うことになります。
・ 請求期間を過ぎると請求できなくなりますので、ご注意
ください。

第十一回特別弔慰金の支給（戦没者等のご遺族の皆さまへ）

令和２・３年度の
後期高齢者医療保険料率が決まりました

■問合せ　保健福祉課保険係　☎２４－５１１１（内線133）

○均等割額の軽減について
　同一世帯の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額
が次の条件に該当する場合は、それぞれの軽減割合に応
じて均等割額が軽減されます。令和２年度から下表のと
おり、軽減割合と軽減該当条件が変更となります。

　後期高齢者医療制度の保険料率は、高齢者の
医療の確保に関する法律により、２年に一度見
直すこととされています。令和２・３年度の保
険料率は、群馬県後期高齢者医療広域連合議会
令和２年第１回定例会（２月10日開催）で議決さ
れ、右のとおりとなりました。

○令和２・３年度の保険料率
均等割額 43,600円

所得割額 8.60%
賦課限度額

（保険料の上限）
〈改正〉

64万円
※令和元年度は62万円

中間所得層の負担軽減を図るため、また上位所得者にも応
分の負担を求める観点から賦課限度額が変更となりました。

令和元年度の軽減措置 
軽減割合 軽減該当条件

８割軽減
※

基礎控除額（33万円）以下の世帯で、
かつ被保険者全員が年金収入80万円
以下（その他の所得がない）

8.5割軽減
※

「基礎控除額（33万円）」以下

５割軽減 「基礎控除額（33万円）＋28万円　　×世帯の被保険者数」以下

２割軽減 「基礎控除額（33万円）＋51万円　　×世帯の被保険者数」以下

令和２年度の軽減措置
軽減割合 軽減該当条件

７割軽減
〈改正〉

基礎控除額（33万円）以下の世帯で、
かつ被保険者全員が年金収入80万円
以下（その他の所得がない）

7.75割軽減
※

〈改正〉
「基礎控除額（33万円）」以下

５割軽減
〈改正〉

「基礎控除額（33万円）＋28万５千円
　　×世帯の被保険者数」以下

２割軽減
〈改正〉

「基礎控除額（33万円）＋52万円
　　×世帯の被保険者数」以下

※ 本来の軽減制度は７割軽減です。今後、医療費
の増大が見込まれる中、全ての方が安心して医
療を受けられる健康保険制度を維持していくた
めに、段階的な見直しが行われています。

受付窓口は、請求される方がお住まいの市区町村です。
■問合せ
　総務課住民係　☎２４－５１１１（内線115）
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ふるさと昭和　～歴史を訪ねて～ 第89回

三
種
の
神
器（
八や

た
の咫
鏡
、
天あ

め

の
叢む

ら

雲く
も

の

剣つ
る
ぎ・

草く
さ

薙な
ぎ

の
剣つ

る
ぎ

、
八や

尺さ
か

瓊に

の
勾ま

が

玉た
ま

）も

伴
っ
た
。

一
行
は
天
浮
橋
か
ら
地
上
へ
降
り

立
つ
と
日
向
国（
現
在
の
宮
崎
県
）、

高
千
穂
の
峰
に
い
た
る
。
こ
の
地
は
、

諸
説
あ
る
が
九
州
に
存
在
す
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
と
い
う
。
九
州
は
温

暖
な
気
候
で
、
海
・
山
の
幸
が
豊
富

な
地
。
ま
さ
に
天
皇
家
の
祖
が
降
り

立
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
な
の
で
あ

る
。ニ
ニ
ギ
は
朝
鮮
半
島
に
向
き
合
っ

た
笠
の
峰
に
も
つ
な
が
る
、
高
千
穂

の
地
を
絶
好
の
地
と
し
て
宮
を
建
て
、

こ
こ
に
住
み
着
い
た
の
だ
っ
た
。

道
案
内
を
し
た
猿
田
彦
大
神
は
、

昔
、
道
筋
を
治
め
境
界
を
護ま

も

る
道
祖

神
の
性
質
を
持
つ
神
で
、
天
孫
降
臨

の
際
の
葦
原
の
中
つ
国
を
案
内
し
た

神
様
で
あ
る
。
こ
の
神
様
は
ま
た
、

道
路
の
辻
に
あ
っ
て
、
日
常
の
民
の

安
全
や
旅
人
の
安
全
を
見
守
っ
て
く

れ
た
り
、
時
に
は
塞さ

い

の
神
と
し
て
流

行
病
な
ど
を
防
い
で
く
れ
る
神
様
で

あ
る
。

参
考　

古
事
記
と
日
本
書
紀

青
春
出
版
社
坂
本
勝「
監
修
」よ
り

天
孫
降
臨
と
は
、
高た

か

天ま
が

原は
ら

に
お
わ

す
神
々
が
、
葦
原
の
中
つ
国（
今
の
日

本
国
）を
治
め
る
べ
く
実
行
さ
れ
た

神
々
の
降
臨
で
あ
る
。
当
初
ア
マ
テ

ラ
ス
は
、
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
を
降

臨
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
オ
シ

ホ
ミ
ミ
に
ヒ
コ
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
と
い
う

子
が
生
ま
れ
た
た
め
、
こ
の
ニ
ニ
ギ

を
降
臨
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
い
ざ
出
発
と
い
う
時
、

行
く
手
に
天
地
を
照
ら
し
な
が
ら
、

恐
ろ
し
い
形
相
を
し
た
男
神
が
立
ち

は
だ
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ
が
そ
の
正
体
を
確
か
め
る
た

め
に
遣
わ
さ
れ
た
。

男
神
の
名
は
サ
ル
タ
ビ
コ
、
道
筋

を
治
め
境
界
を
護
る
道
祖
神
の
性
質

を
持
つ
こ
の
神
は
、
天
孫
降
臨
の
際

の
道
案
内
を
申
し
出
た
の
だ
っ
た
。

ニ
ニ
ギ
の
同
行
者
は
中な

か
と
み
し

臣
氏
の
祖

ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
、
忌い

ん
べ
し

部
氏
の
フ
ト
ダ

マ
を
は
じ
め
、
踊
り
子
の
猿
女
の
君

一
族
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
、
鏡
造
り
の
祖

タ
マ
ノ
オ
ヤ
の
五ご

ち
ゅ
う柱（

柱
は
神
の
数

詞
）の
神
。「
古
事
記
」
に
は
、
各
所

で
各
部
族
や
職
業
の
出
自
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
オ
モ
ヒ
カ
ネ
、

タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
、ア
メ
ノ
イ
ワ
ト
ワ
ケ
と
、

天て
ん
そ
ん
こ
う
り
ん

孫
降
臨
と
猿さ

る

田た

彦ひ
こ

大だ
い

神じ
ん

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

事
務
局
長

島
田　

民
夫

地域包括支援センターだより

中野十二様の
猿田彦大神

　平成31年度より『ぬまたとね医療・介護連携相談室』
が開設されました。住み慣れた地域で安心していつま
でも生活ができるよう、様々な事業に取り組んでいま
す。
　相談室のホームページから利根沼田圏域内の「病院」
「介護・福祉サービス」「避難所」などの情報を検索す

ることができます。例えば、内科と眼科を１つの病院
で受診したいときに『内科　眼科』と検索すると、対
象の病院が表示されます。
　興味のある方は『ぬまたとね医療・介護連携相談室』
で検索、または以下のＱＲコードを読み取っていただき、
ぜひご活用ください。

ぬまたとね医療・介護連携相談室の
ホームページをご活用ください！

ぬまたとね医療・介護連携相談室
https://numatatone.gunma.med.or.jp/renkei
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よ
い
歯
の
子
と
育
て
た
家
族
に
表
彰
状

　

第
27
回
よ
い
歯
の
子
と
育
て
た
家
族
の
表
彰

の
受
賞
者
が
決
定
し
、
46
人
の
３
歳
児
と
そ
の

家
族
が
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
警
戒
の
た
め
、
表
彰
式
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
当
日
に
謝
辞
を
述

べ
る
予
定
だ
っ
た
、
佐
川
陽は

る

紀き

く
ん
・
寿
美
江

さ
ん
親
子
が
、
受
賞
者
を
代
表
し
３
月
12
日
に

第
一
保
育
園
で
堤
村
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

 

表
彰
さ
れ
た
子（
敬
称
略
） 

▼
川
島
快か

い

士と

、
石

井
思し

津づ

来く

、石
井
愛ま

菜な

、平
林
來ら

い

、狩
野
柊し

ゅ
う

哉や

、

原
口
稜り

ょ
う

平へ
い

、
倉
澤
芽め

衣い

、
高
橋
律り

つ

、
星
野
蒼あ

お

唯い

、

星
野
蒼そ

う

佑す
け

、
桒
原
実み

佐さ

子こ

、
角
田
桜お

う

雅が

、
林
陽ひ

菜な

、
鈴
木
凰お

う

晟せ
い

、
廣
田
蒼そ

う

太た

、
⻆
田
蓮れ

ん

音と

、
小

平
玲れ

斐い

、
加
藤
朝あ

さ

陽ひ

、
横
坂
志し

穂ほ

音ん

、
大
矢
美み

月づ
き

、
臼
木
鈴す

ず

香か

、
茂
木
陽ひ

聖さ
と

、
関
上
周ま

ほ

ろ秀
、
横

坂
乃の

音の

、
石
北
優ゆ

う

多た

、
石
北
多た

実み

、
神
尾
遼り

ょ
う

、

林
和か

ず

臣お
み

、
諸
田
陽ひ

よ

り愛
、
小
池
真ま

碧お

、
林
樹い

つ

希き

、

西
池
楓ふ

う

太た

、
石
川
智ち

尋ひ
ろ

、
河
野
喜き

心し
ん

、
佐
川
陽は

る

紀き

、
林
柚ゆ

ず

芭は

、
南
雲
敢か

ん

太た

、
小
林
義よ

し

基き

、
石
井

丈じ
ょ

太う
た

、
加
藤
梨り

愛あ

、
山
田
千ち

紗さ

、
髙
嶋
将し

よ

う佑
、

杣
谷
優は

る

翔と

、
堤
優ゆ

愛な

、
荒
木
優ゆ

う

志し

、
中
里
武た

け

信の
ぶ

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
優
良
団
体

表
彰
式
が
３
月
26
日
、
役
場
で
開
か
れ
「
赤
城

大
地
の
会
」（
赤
城
原
・
清
水
十と

三み

夫お

会
長
）が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
農
地
や
水

路
・
農
道
等
の
環
境
を
守
り
、
多
面
的
機
能
を

引
き
出
す
活
動
に
交
付
さ
れ
る
「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
」
の
共
同
活
動
に
模
範
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
。
群

馬
県
知
事
代
理
と
し
て
出
席
し
た
長
谷
川
淳
利

根
沼
田
農
業
事
務
所
長
が
清
水
会
長
に
表
彰
状

を
授
与
し
ま
し
た
。
清
水
会
長
は
「
地
元
自
治

会
と
連
携
し
良
い
活
動
が
で
き
た
。
今
後
も
課

題
に
対
し
交
付
金
を
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

代表で表彰を受けた佐川さん親子

受賞した「赤城大地の会」役員の皆さん

表彰状を受ける清水代表

赤
城
大
地
の
会
に
優
良
団
体
表
彰

　

令
和
元
年
度
群
馬
県
消
防
大

会
が
３
月
19
日
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
村
消
防
団
ラ
ッ

パ
長
の
関
上
宏
さ
ん
（
森
下
下
）

の
妻
・
聡
美
さ
ん
が
群
馬
県
消

防
協
会
会
長
表
彰
の
家
族
の
部

で
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

別
途
伝
達
と
な
り
ま
し
た
。

　

聡
美
さ
ん
は
、
消
防
団
活
動

の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、
永
年

に
わ
た
り
夫
・
宏
さ
ん
の
消
防

団
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
、
地

域
の
安
全
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

関
上
聡
美
さ
ん
に

　
　
　

消
防
団
家
族
表
彰表彰を受けた関上さん



広報しょうわ　Apr.202017

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
国
的
な
感
染
拡

大
を
受
け
、
臨
時
休
業
と
な
っ
て
い
る
村
内
小

中
学
校
で
３
月
中
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
染
症
へ
の
警
戒
の
た
め
、
来
賓
や
在

校
生
を
大
幅
に
減
ら
す
な
ど
規
模
を
縮
小
し
て

の
実
施
と
な
っ
た
小
中
学
校
の
卒
業
式
は
、
出

席
者
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
座
席
の
間
隔
を
広

く
取
る
な
ど
対
策
を
と
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
中
学
校
で
は
13
日
、66
人
の
生
徒
が
卒
業
。

在
校
生
を
代
表
し
、
唯
一
出
席
し
た
阿
部
岳た

け

琉る

君
は
「
本
日
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

在
校
生
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
」
と
感
謝
を
込
め
て

送
辞
。
卒
業
生
を
代
表
し
答
辞
を
読
み
上
げ
た

儘
田
陸り

く

君
は
「
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
４
月
か
ら

は
皆
さ
ん
が
、
新
し
い
昭
和
中
学
校
を
築
い
て

い
き
ま
す
。
今
ま
で
の
良
き
伝
統
を
引
継
ぎ
な

が
ら
、
よ
り
良
い
昭
和
中
学
校
を
目
指
し
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
在
校
生
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
で
は
25
日
に
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
50
人
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

学
舎
か
ら
旅
立
ち
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
乗
り
越
え
卒
業
式出席できない在校生への思いをのせた答辞（昭和中）

整然と入場する卒業生（昭和中）

新
た
な
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　

村
第
５
次
総
合
計
画
の
前
期

基
本
計
画
と
村
総
合
戦
略
の
計

画
期
間
が
令
和
元
年
度
で
終
了

す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

５
年
間
の
村
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
後
期
基
本
計
画
と
第
２
期

総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
総

合
計
画
審
議
会
・
総
合
戦
略
推

進
会
議
が
３
月
４
日
、
役
場
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
・
推
進
会
議
に
は
、

永
井
議
会
議
長
や
今
𣘺
区
長
会

長
を
は
じ
め
、
村
内
各
種
団
体

の
代
表
者
な
ど
25
人
が
出
席
。

１
月
か
ら
計
画
内
容
が
審
議
さ

れ
、
各
委
員
か
ら
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
後
期
基
本
計
画
と
第

２
期
総
合
戦
略
が
承
認
さ
れ
、

令
和
２
年
度
か
ら
新
た
な
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

計画の内容を審議する委員の皆さん

感染予防のためマスク着用で行われた式（南小） 最後に卒業証書を受けた武井さん（南小）
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トピックスでは、村の出来事などをダイジェストでお知らせします。

笑顔で保育証書を受け取る卒園児（第一保育園）

（左から）加藤さん、関上さん、涌井さん（五十音順）

村内３保育園で卒園式
卒園児が保育園に別れ

皆勤賞（小学校・中学校・高校）
加藤さ

ん、関上さん、涌井さんが12か年皆勤

　第一保育園、第二保育園、子育保育園でそれぞれ卒
園式が行われ、年長児49人が慣れ親しんだ保育園に
別れを告げました。
　今年は、新型コロナウイルス感染拡大警戒のため、
マスクの着用や在園児の参加を取りやめるなど、規模
を縮小しての開催となりました。
　第一保育園では、小林美恵子園長から卒園児一人ひ
とりに保育証書が手渡されると、園児は「ありがとう
ございます」と元気いっぱいに答えていました。

　加藤悠
ゆう

理
り

さん（中内出／沼田高校）、関上蒼
そ

来
ら

さん（藤
井／利根商業高校）、涌井優

やゆ

太
た

さん（吹張／渋川青翠高
校）の３人が、小学校・中学校・高校の12年間で無欠席
の皆勤賞を達成しました。加藤さんと涌井さんはそれ
ぞれの高校で野球部に、関上さんはボランティア活動
を行うＪＲＣ部に所属。家族の支えと自身の努力で勉
強と部活動の両立をはかり、快挙を成し遂げました。
　また、涌井さんは高校野球部で出場した秋季大会県予
選での優秀な成績が評価され、功労賞も贈られました。

おにぎりを受け取る子どもたち（昭和東学童クラブ）

卓上で熱戦を繰り広げる子どもたち

ローソンが社会貢献活動
学童クラブにローソンがおにぎり提供

子ども会卓球大会
子どもたちが卓上で熱戦

　コンビニエンスストア大手の「ローソン」は、村内３
カ所の小学校に併設されている学童クラブに、子ども
たちの昼食用のおにぎりを無償で提供しました。
　これは、新型コロナウイルスの感染が全国的に拡大し、
各地で学校が臨時休業したことを受け、保護者の負担
を減らそうとローソンが全国的に行っているもの。
　昭和東学童クラブ主務支援員の小林弘子さんは「こ
のような厳しい情勢の中、とてもありがたい取り組み
で感謝しています」と話していました。

　子ども会育成会連合会（林康明会長）が主催する第
44回子ども会卓球大会が、村社会体育館で開催され
ました。
　大会には、村内６地区の子ども会から12チーム48
人の小中学生が参加。
　子どもたちは、卓上の球を真剣に追い、各コートで
白熱した試合を繰り広げていました。
▶大会結果　優勝：三組／準優勝：入原Ｂ／第三位：
橡久保Ｂ、入原Ａ

３
 28

★

３
 24

２
 ９



広報しょうわ　Apr.202019

２
 15

２
 26

出場した倉澤君（左）と、赤城高原育成会のメンバー

　「上毛かるた」競技県大会が行われ、小学校低学年
の部団体に赤城高原育成会（戸丸凛

り

歩
ほ

さん、竹𠮷日
ひ

和
より

さ
ん、⻆田翠

すい

さん、⻆田心
こ

々
こ

夢
む

さん）が、同個人に川額下
組育成会の倉澤暖

はる

君が利根郡代表として出場しました。

「上毛かるた」競技県大会
ぐんま武道館で上毛かるたの熱戦

これからの活躍が期待される修了者の皆さん

　食生活を通じて地域の健康づくりを推進する活動を
行うヘルスメイト（食生活改善推進員）の養成講座閉講
式が保健センターで行われ、８人の養成講座修了者に
堤村長から修了証書が手渡されました。

ヘルスメイト養成講座閉講式
新たにヘルスメイトさん誕生

真剣に競技に取り組む婦人会の皆さん

　村婦人会（倉澤富士子会長）は研修会で、沼田人権擁
護委員協議会の皆さんを講師に招きパラリンピック正
式競技の「ボッチャ」を体験。チームで協力して競技
に取り組むとともに、人権について考えました。

婦人会研修会
婦人会でボッチャ体験会

３
 20

中山さんの防災講話に耳を傾ける入原区の皆さん

　昨年10月に自主防災組織を設立した入原区で、防
災講座が開かれました。この日は、村在住の防災士・
中山照夫さん（赤城原第二）を講師に招き、自助、共助、
公助といった防災の基本を学んでいました。

入原区防災講習会
入原で自主防災組織が勉強会

２
 26

息を合わせもちつき（子育保育園）

　子育保育園でもちつき大会が、本部役員さんの協力
で行われました。園児たちは、先にできあがったきな
粉もちを試食した後、杵を持ち大きなかけ声を上げな
がら元気いっぱいにもちつきをしていました。

子育保育園もちつき会
かけ声合わせもちつき

２
 27

３
 18

名残を惜しみながら交流した園児たち（第二保育園）

　第二保育園で、卒園児と在園児のお別れ会が行われ、
楽しいひとときを過ごしました。今年は新型コロナウ
イルス感染症への警戒から、卒園式に在園児の参加が
取りやめとなったために園の配慮で行われました。

第二保育園で園児たちのお別れ会
在園児との最後のひととき過ごす
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はつらつトークはつらつトーク

｢

大
人｣

に
な
っ
た
私

ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と

松井　理花さん
（23歳・藤井）

広
報
文
芸

個
室
に
て
カ
ー
テ
ン
開
き
母
の
言
ふ
こ
こ
よ
り
赤
城
が
よ
く
見
ゆ
る
よ
と

倉
澤
美
代
子

や
ま
ひ
癒
え
久
の
わ
が
家
の
温
も
り
を
か
み
し
め
余
生
を
大
事
に
生
き
む

倉
澤
さ
な
へ

杖
を
つ
き
車
を
降
り
る
わ
れ
を
見
て
女
性
か
け
寄
り
ド
ア
し
め
く
る
る

堤　

あ
さ
江

寒
中
に
莢さ
や
え
ん
ど
う

豌
豆
は
芽
を
出
し
ぬ
草
に
あ
ら
じ
と
顔
よ
せ
見
た
り

板
橋
き
み
江

遠
き
日
の
父
に
出
会
ひ
し
夢
の
中
火
の
元
注
意
の
声
に
覚
め
た
り

堤　
　

み
ゑ

休
校
の
孫
集
ま
り
て
た
だ
な
ら
ぬ
「
肺
炎
」
と
や
ら
忘
れ
さ
す
笑
ひ

林　

千
恵
美

通
勤
の
道
す
が
ら
見
る
杉
木
立
枝
打
ち
さ
れ
て
空
に
伸
び
ゆ
く

和
田
ひ
と
み

休
校
の
静
も
る
庭
に
学
童
は
何
事
も
な
く
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

藤
井　

君
枝

◎
黒
土
短
歌
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
課
ま
で
。

　
「
は
つ
ら
つ
ト
ー
ク
」が
私
に
回
っ
て
き
た
時
、

「
自
分
も
そ
ん
な
大
人
に
な
っ
た
ん
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
小
さ
い
頃
か
ら
見
て
い

た
「
広
報
し
ょ
う
わ
」
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出

る
人
は
皆
『
大
人
』
と
い
う
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
か
ら
で
す（
笑
）

　

そ
ん
な
『
大
人
』
に
な
っ
た
私
も
、
今
で
は

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
が
か
な
い
、
保
育
士
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
３
年
目
と
浅
く
、
周

こ
ん
に
ち
は
！
昭
和
村
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
伊
藤
で
す
。
実
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
任
期
が
来
年
の
３
月
ま
で
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、
自
分
は
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
で
な
く
な
っ
た
後
も
こ
の
昭
和
村

で
暮
ら
し
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
昭
和
村
を

好
き
に
な
る
の
に
〝
大
き
な
き
っ
か

け
〞
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
ち
ょ
っ
と
い
い
こ
と
〞が
積
み
重
な
っ
て
、

い
つ
し
か
た
ま
ら
な
く
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

役
場
や
道
の
駅
の
人
と
の
関
係
で
は
も

ち
ろ
ん
い
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
住
む
川
額
の
お

祭
り
で
は
毎
年
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て

く
れ
た
り
、
道
端
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
た

ら
車
を
止
め
て
ま
で
声
を
か
け
て
く
れ
る

人
が
い
た
り
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
今
も

「
テ
レ
ビ
で
何
度
も
見
た
よ
！
」
な
ん
て

常
連
の
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。

思
え
ば
地
元
の
藤
沢
で
は
「
地
域
の
こ

と
」に
全
く
関
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

25
年
以
上
住
ん
だ
地
元
よ
り
も
昭
和
村
の

ほ
う
が
好
き
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
地
元
の
良
さ
に
気
付
け
な
か
っ
た

結
果
と
も
言
え
そ
う
で
す
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
地
域
の
見
え
方
は
自
分
の
行
動
次
第

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
思
う
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
何
か
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
も
協
力
し
ま
す
よ
！

り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
働
け
て
い
る
ん
だ
な
と

実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

時
に
は
仕
事
で
失
敗
し
て
し
ま
い
、
落
ち
込

む
時
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
り
か

先
生
〜
！
」
と
い
う
明
る
い
声
と
、
ま
わ
り
の

先
生
方
の
優
し
さ
で
一
瞬
で
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
話
を
聞
い
て
笑
わ
せ
て
く
れ
る
友

だ
ち
。
夢
を
か
な
え
る
た
め
学
校
に
通
わ
せ
て

く
れ
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
私
の
家
族
。
私
は

ま
わ
り
の
人
に
本
当
に
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
「
は
つ
ら
つ
ト
ー
ク
」
を
通
じ
て
あ
ら
た
め

て
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
笑

　

次
回
の
登
場
者
は
、

阿
部　

愛
海
さ
ん（
23
歳
・
三

ツ
谷
）で
す
。「
保
育
園
か
ら
の

友
だ
ち
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
ご

飯
行
こ
う
ね
〜
!!
」

地域おこし
協力隊です!

伊藤　眞作さん

地域おこし協力隊活動報告会（村公民館）に
集まってくれた仲間たち（右手前が伊藤さん）
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△

３月号のクイズの答えは「ウインター」
でした。当選者は次のとおりです（敬称
略）。おめでとうございます。

「やさい王国昭和村フォトコンテスト」
の入賞作品が発表されました。では問題
です。今回のフォトコンテストは「第●
回」でしょうか。

応募規定 村に住んでいる人・勤めてい
る人ならどなたでも応募できます。▶賞品：
正解者の中から抽選で村商工会商品券500
円分を差し上げます。
▶締切：４月30日（木）
▶応募方法：問題の答えと、住所・氏名・
年齢・広報しょうわへのご意見を書き、次
のいずれかによりご応募ください。
＜ハガキでの応募＞
　〒379-1298 企画課「広報４月号」係
＜メールでの応募＞
　kikaku@vill.gunma-showa.lg.jp
　件名→「広報４月号」係

★七五三木　恭子（60歳）入原上

広報しょうわクイズ

３月届出分

戸籍の窓口
令
和
２
年
４
月
分
か
ら
令
和
３
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
６
，
５
４
０
円
で
す
。
保
険

料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方（
※
）の
財

産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
総
務
課
住
民
係
ま
た
は
渋
川
年
金

事
務
所
０
２
７
９

－
２
２

－

１
６
０
７

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶

者
及
び
世
帯
主
で
す
。

□お誕生おめでとうございます。

◦林
はやし

樹
じ ゅ り

里ちゃん（追分）
　寿和・美幸さんの子 ３月８日生

※ 掲載を希望されない方は、届出の際に申し
出てください。

◦朝倉　茂さん（入沢）
　68歳　３月８日没
◦小野　俊一郎さん（池原）
　76歳　３月９日没
◦飯塚　マツさん（入沢）
　95歳　３月15日没
◦吉澤　一學さん（中野下）
　88歳　３月16日没
◦堤　健一さん（入原下）
　80歳　３月17日没
◦鈴木　則秀さん（北部）
　74歳　３月17日没
◦生方　さくさん（赤城原２）
　96歳　３月17日没
◦澤浦　久四郎さん（松之木平２）
　93歳　３月24日没

■ごめい福をお祈りいたします。

各種相談窓口（その２）をご案内します
相談内容 窓口名称 電話番号等 相談時間

サイバー犯罪情報・
被害相談

群馬県警察本部
（サイバー犯罪対策課） 080-2350-0001 平日のみ

8:30～17:15

国際テロ24時間通報電話 群馬県警察本部 090-1044-5924 終日受付

安全運転相談ダイヤル 群馬県警察本部
（運転免許課）

#8080
（シャープ ハレバレ）

平日のみ
8:30～17:15

悪質商法やクーリングオフ
等の消費生活に関する相談 群馬県消費生活センター 027-223-3001

平日　9:00～17:00
土日　9:00～12:00
　13:00～17:00

道路交通情報 日本道路交通情報センター 050-3369-6610 終日受付

法的トラブルに関する相談 法テラス群馬 050-3383-5399 平日のみ
9:00～17:00

子どもに関する
あらゆる相談 こどもホットライン24 0120-783-884

027-263-1100 終日受付

犯罪被害に遭われた方
に関する相談

被害者支援センター
すてっぷぐんま 027-253-9991 平日のみ

10:00～16:00

精神的な悩み、病気の治療、
酒害等健康に関する相談

群馬県こころの
健康センター 027-263-1156 平日のみ

9:00～17:00

交通事故の損害賠償・
示談等に関する相談 群馬県交通事故相談所 027-243-2511 平日のみ

9:00～15:30

道路の異常発見・通報 道路緊急ダイヤル #9910 終日受付

昭和駐在所からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う



編
集
／
企
画
課
 

〒
379 -1298　

群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
大
字
糸
井
388

　
　
　
広
報
統
計
係
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本とハッピー

実際の紙面のみの掲載となります。

令
和
２
年
４
月
10日

発
行
 
発
行
／
昭
和
村
役
場

 
印
刷
／
朝
日
印
刷
工
業（
株
）

◎村公民館図書室のご案内
　平日　午前８時30分～午後６時
■問合せ　教育委員会事務局☎24-5120

感染症問題は予断を許しませんが、
図書室では自宅でじっくり楽しめ
る本を多数揃えお待ちしています。

第162回直木賞受賞作。
北海道のさらに北に浮
かぶ島、樺太（からふ
と）。この極寒の地で
明治維新後、時代に翻
弄されながらも生きて
いくための「熱」を追
い求める人々がいた。
圧巻の歴史小説。

熱源
川越宗一/著

ようちえんってどんな
ところ？はじめてのバ
ス、はじめてのトイレ
など、「えらいこっちゃ」
と言いながらもひとつ
ずつ乗り越えていくお
話。入園前や、新入園
のお子さんにおすす
め！

えらいこっちゃのようちえん
かさいまり/著

キケン
有川浩/著

ごく一般的な工科大
学のサークル「機械制
御研究部」、略称『キ
ケン』で繰り広げられ
る青春ストーリー。
「キケン＝危険」なこ
とを考えたり試したり。
理系男子たちの爆発
的熱量がほとばしる！

　小学校から高校まで休まず通い、12か年
皆勤を達成した生徒がいる、という情報が
寄せられ、取材させていただきました。お話
を伺って特に印象に残ったのは「学校や友
だちに会うのが楽しかったので、あっとい
う間でした」という言葉です。自己管理がで
き、休まず通い続けた自信を胸に、それぞれ
の進路で活躍していただきたいです。今は、
新型コロナウイルス感染症対策のため、小
中学校は再び臨時休校中。事態が収束し、
学校に再び元気な子どもたちが戻ってく
る日を心待ちにしています。（石井）

編 集 後 記

広報しょうわは、同じ文字でも、より可読性や認知
性の高いユニバーサルデザイン（ＵＤ）書体を使用し、
親しみの持てる優しい紙面づくりを行っています。
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